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「孤立」した生活が一般的となっていく中で、  

悲惨な「孤立死」を防止するためには、  

人と人とのつながりをもった温かいコミュニティを目指し、  

高齢者を含めて地域を構成するすべての人が、  

様々なネットワークを通 

コミュニティを活性化していくことが必要になります。   

今後、単身高齢者や高齢者夫婦のみの世帯の増加  

（2015年には世帯主65歳以上世帯の64％超）が予測され、  

「孤立死」は誰にでも起こる可能性がある事柄になる  

と思われます。   

この報告書が、単身の高齢者の方も含め、  

地域の皆さんや自治体の方々などに  

「孤立死」を考えていただく契機となれば幸です。   
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